
Soryushiron Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Soryushiron 　 Kenkyu

「場 の 理 論 と 弦理 論」
一Fl7 一

Massless　radiation 　from 　rotating 　string

岡山光量子科学研 究所 　松尾　俊寛

E−mail ： tlnatsuo ＠yukawa ．kyoCo −−u ．ac ．jp

回転する重 い ス トリ ン グ か らの 零質量状態輻射率を摂動論的弦理論の 方法で計算 した 。 対応原理

に よれ ば Kerr　black　holeか ら の ホ
ー

キ ン グ輻射 と関係する はずで ある 。

　 重 い ス トリ ン グ か らの 輻射 ス ペ ク トラ ム は、始状態 の 縮退 に つ い て平均 し 、 終状態 の 縮退 に つ

い て足 し上 げれ ば熱的に な る事が 知 られ て い るが （Amati−Russo
’99）、 そこ で は異なる角運動量 固

有状態が 縮退 と して 扱わ れ て い る 。 しか し 、 角運 動量 は マ ク ロ に 観測可能 な もの で ある の で 縮退

と して 処理す る の はおか しい 。 そ こ で 我 々 は 質量 に 加 えて 角運動量 Jl2を指定 した （それ以外は

指定 しない ）計 算 をお こ ない 、輻射 ス ペ ク トラ ム の 角運動量依存性 を決定 した 。た だ し 、 ブ ラ ッ

ク ホ ール には 角運動量の 上 限 J ≦ Mblv 仮 が ある の で 、こ こ で は 」 《 N な る ス トリ ン グ状態

に対 して の結果だけを述べ る 。 （」 《 N の ような条件が 出て くる の は単に計算の 都合上 。 ）

　 具体的 に計算す る もの は次の とお り。 レ ベ ル N 角運動量 」 の 始状EE　IN，」〉か ら、零質量 ベ ク

トル 陵  が運動量 k を もっ て 放出 され、終状 態 】／＞
t

，
　Jt＞に なる確率 。 始状態 に つ い て は縮退を平

均 し、終状態に つ い て は足 し上 げる ：
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こ こで 9（N ，
」）は状態 11V，　J）の 状態数で あ り、 具体的 には 、 βπ を逆 ハ ゲ ドン温度 と し て
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と計算で きる （Russo−Susskind
’94）。
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（偏光 ベ ク トル が 1 − 2 平面内に ある状態）輻射に対

す る計算結果は
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こ の 結果 は 、 期待 される熱 的分布 （〜 e
一
βH （ω ±Ω ））を示 して い な い が、実 は今の 設定 で は ス トリ ン

グ状態の角速度が見 えない ほ ど小さ い の で 、 熱的分布 と矛盾 して い な い
。 実際 、 （2）と第

一
法則

δM ＝ T δS ＋ Ωδ」 か ら計算 され る角速度 は
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π
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とな り、お お きな M に対 して は無視で きる ほ ど小 さい
。 こ れは 、サ イズ に関す る対 応原理 の と き

と同 じ状況 か も しれな い 。 つ ま り、ス トリ ン グ状態 の サ イズ （ラ ン ダ ム ウ ォ
ー

ク の サ イズ v 厩 ）

と BH の サ イズ （シ ュ バ ル ッ シ ル ト半径 GM 〜 1at 対応点）は
一

見
一
致 しない ので あるが 、ス ト

リン グ の 自己相互作用 を考慮に い れ た計算 をす る と対応点で 両者の サ イズが
一

致す る と い う議論

が ある （Horowitz −Polchinski
，
　Damour −Veneziano ）。 角速度 に関 して も同様の 事情に な っ て い る と

思 われ る 。 自己相 互作用 が な い ス トリ ン グ は もわ っ と膨 ら んで しま っ て 第
一

法則 か ら決 まる角速

度は大 きな値を持て な い が 、相 互作用が あれ ば ぎ ゅっ と固ま っ て 、 同 じ角運動量 を持 つ 状態で も大

きな角速度 を持つ こ とが で きる の で あろ う。 これ を具体 的に示す の は次 の 課題 で ある 。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


